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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成22年2月12日(2010.2.12)

【公表番号】特表2009-522461(P2009-522461A)
【公表日】平成21年6月11日(2009.6.11)
【年通号数】公開・登録公報2009-023
【出願番号】特願2008-548737(P2008-548737)
【国際特許分類】
   Ｄ０６Ｍ  15/53     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０６Ｍ  15/53    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月17日(2009.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　実質的に連続したセラミックオキシド繊維のトウであって、各セラミックオキシド繊維
が外表面を有し、少なくとも幾つかの前記セラミックオキシド繊維の前記外表面の少なく
とも一部がその中にサイズ剤を有し、前記サイズ剤が以下の式で表される組成物を含むト
ウ。
　Ｒ’Ｏ－（ＲＯ）ｎ－Ｈ
　［式中、
　Ｒ’は、ＣｘＨ２ｘ＋１（式中、ｘは１～８である。）、又は－Ｈから選択され、
　Ｒは、－（ＣｙＨ２ｙ）－（式中、ｙは１～４である。）、及び－ＣＨ２－Ｏ－（ＣＨ

２）ｍ－（式中、ｍは２～５である。）から成る群から選択され、
　ｎは、数平均分子量が５００ｇ／モル～７，０００，０００ｇ／モルの範囲内であるよ
うに選択される。］
【請求項２】
　前記実質的に連続したセラミックオキシド繊維が結晶性である、請求項１に記載のトウ
。
【請求項３】
　ｎが、数平均分子量が５００ｇ／モル～３，０００，０００ｇ／モルの範囲内であるよ
うに選択される、請求項１に記載のトウ。
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